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「神奈川臨調」が中間意見をまとめる
参考となる意見は皆無！「神奈川臨調」自体がムダな会議！
「自分のやりたいこと」のために、「県有財産を売却、補助金を廃止」ってどんな神経？！
7月18日午前、本庁舎において「第3回神奈川県緊急財政対策本部調査会」（神奈川臨調）が開かれ、「神奈川県における緊急財政対策に対する中間意見」（以下、「意見」）がとりまとめられました。

　その内容は、一部の無謀な提案以外は、これまでの行政改革とほぼ同様のもので、これだけの時間と費用を費やした意味は全くありません。

「財政危機」原因の認識の無さを露呈
　「意見」では、「財政危機」の原因について一切触れられていません。財政当局による「狼少年」的な「財源不足」を唯一の根拠としているだけです。

　そもそも、原因がわからずになぜ対策を講ずることができるのでしょうか。「意見」で言われていることは、抜本的な改善案どころか、当面の対応案ですらありません。

「その他財源対策（地方税財政制度）」の議論では、臨時財政対策債償還のための交付税を国が手当しないことについて、企業経営者のある委員は、「払ってもらえないものを期待してもしかたない」というような発言をしていました。民間企業でいえば、臨時財政対策債は国に対する「売掛金」です。取引先が「売掛金」をなかなか払ってくれないからといって、それを「諦めてしまえ」といえるほど、企業経営が緩いものなのかはよくわかりませんが、「その発言が一番印象的だった」と言った黒岩知事の財政感覚、政治センスは全く理解できません。
　国と地方の税財政構造が「財政危機」の元凶である、との認識もなく、本気で改革していこうという気概もないということだけが判明した会議でした。

「成長エンジン」の中身を示せ！

　検討会では「知事のやりたいことをするためには財源が必要。そのための県有財産の全廃や補助金の廃止」との発言がありました。また知事は、「成長のエンジンを回していく必要がある」と発言していました。
　自分がやりたいもののために、他の必要な事業を切るやり方もいかがなものかと思いますが、知事がやりたい事業の費用対効果は明確なのでしょうか？
　「財政危機」の中で貴重な税金を何にどれだけ投入し、1年後、3年後、10年後に税収等としていくら入ってくるか、きちんとしたビジョンと失敗した場合の責任のとり方を明確に示すべきです。

ムダな出費を無くすため、ムダな仕事をさせるな！

　問題は、この「中間意見」により、通常業務に付加された事務作業が予想されることです。
何度も主張しているように、職員は県民のためになる仕事はいといませんが、「思いつき」や「意味の無い」仕事で過重労働を強いられれば、モチベーションは一層低下します。
　自治労県職労は、議会や関係団体と連携して、県民に実害を及ぼすような施設廃止や補助金廃止に反対するとともに、試験研究機関の独立行政法人化など、労働条件に関する事項については、ルールに則った労使交渉を求めます。

自治労県職労の提案

・全国知事会と連携して、地方財政危機の元凶である税財政構造の改革に知事の政治生命をかける

・「神奈川臨調」のようなムダな会議しない

・ムダな仕事をなくして残業を減らす（超勤手当や光熱水費が削減できる）

・施設や補助金を廃止したければ、本当に不要なものを職員に聞く

神奈川臨調「中間意見」の概要

（１）県有施設

○「原則全廃」の視点による見直しの断行

○県民利用施設

・当初の設置目的が薄れている施設は廃止

・利用実績が低下している施設は廃止

・利用実態等から県による運営の必然性に欠ける施設は廃止

○出先機関

・再配置、集約、売却

・試験研究機関は、統合、独立行政法人化

○福祉施設…あり方の精査、民間活力の更なる導入検討

　○県営住宅…借り上げ、家賃補助、集約、売却

（２）補助金・負担金

　○「一時凍結」のうえ抜本的見直し

　○団体補助・市町村補助共通

　・長期にわたり運用されている補助金の原則廃止

　・小額補助金の原則廃止

　○団体補助

　・私学助成は別の課題として検討

　・運営費補助の廃止

　○市町村補助

　・市町村と協調した見直し

　・権限移譲に伴う補助金の廃止

　・市町村との十分な調整

（３）教育のあり方について…別途検討

（４）人件費について
　○大幅な人件費削減を

　・県単上積み分（教員・警官）の検証

　○バランスのとれた人件費削減対策を

　・抜本的な業務の見直し・効率化や出先機関の統廃合による採用抑制等を通じた人員削減

　・それでも困難な場合は給与削減

公務員連絡会が人事院と交渉
公務員連絡会幹事クラス交渉委員は、7月17日、2012年夏季要求に関わり、人事院平野職員団体審議官と交渉を行った。　

平野職員団体審議官は以下の通り回答した。
１．民間給与実態調査等について
国家公務員の給与については、少なくとも年１回、俸給表が適当であるかどうかについて国会及び内閣に対し報告を行うことが義務付けられている。本年も、この責務を着実に果たすよう、民間給与の精確な把握に努めるとともに、社会経済情勢や各方面の意見を踏まえつつ適切に対処して参りたい。
２．50歳台の給与の見直しについて
　昨年の勧告時の報告において表明した「高齢層における官民の給与差を縮小する方向で昇格、昇給制度の見直し」を行うことについては、現在、昇格制度、昇給制度の具体的な措置内容の検討を進めているところであり、成案がまとまり次第お示ししたいと考えている。
３．非常勤職員制度等について
　平成22年10月より日々雇用職員に代わり新たに設けた期間業務職員については、制度が各府省において適切に運用されるよう引き続き努めていく所存である。
　こうした取組みとともに、職員団体をはじめ関係各方面からの意見、要望、民間の状況等を踏まえ、必要な検討をして参りたいと考えている。また、非常勤職員の休暇については、民間の状況等を考慮して措置してきているところであり、引き続き民間の動向等を注視していきたい。

　これに対し公務員連絡会側は、
１．公務員労働者の賃金について
(1)2014年３月まで行われている臨時特例減額は、一部異なる部分があるとは言え、昨年５月の国家公務員の給与削減に係る労使合意に基づくものであり、われわれは給与改定・臨時特例法を踏まえて対処することを求めているが、人事院として、この給与減額についてどのように受け止めているのか。
(2)本年の民調について、どの程度の実施率になったのか。また国公実態はどのような状況か。
(3)本年の官民比較については、給与法本則に基づく国家公務員給与水準と臨時特例減額に基づいて実際に支給されている給与水準があるが、それぞれと民間給与との比較を行うべきと考えるがどうか。
(4)官民比較について、対応関係の見直しと来年に向けた対象産業の拡大についての検討状況を教えていただきたい。
(5)50歳台の給与見直しについては、当該職員にとっては重要な勤務条件であるが、７月半ばを過ぎている本日時点でも具体的な案が示されていない。拙速な見直しは進めないこととし、十分な議論をさせてもらいたい。
２．非常勤職員等の制度及び処遇改善について
(1)「非常勤職員給与ガイドライン」通り実施されていると思うが、引き続き遵守の徹底を期してもらいたい。
(2)期間業務職員制度の導入により、従来６ヵ月以内がほとんどであった雇用期間が１年以内に伸びて来ていることを踏まえるならば、６ヵ月を超える雇用期間の場合には、６ヵ月、８割出勤を待たずに当初から年休を付与すべきではないか。

これについて、平野職員団体審議官は以下の通り回答した。
(1)給与改定・臨時特例法に基づいて実施されている給与減額支給措置は、東日本大震災という未曾有の国難に対処する必要性等に鑑み、国会において判断されたものと承知している。
(2)民調実施状況について、ここ数年は90％程度の数字で推移してきているが、本年についてもほぼ例年並みの水準を確保できる見込みである。国公実態については、現在、最終的な取りまとめを行っているところである。
(3)職種別民間給与実態調査の対象となる産業の拡大、官民比較における対応関係等の見直しについては、引き続き、皆さんの意見も聞きながら検討して参りたい。
(4)50歳台の給与の見直しについては、できる限り早く案を示し、議論していきたい。
(5)「メンタルヘルス問題を抱える職員の動向については、現在実施している５年に１度の長期病休者実態調査の分析結果を踏まえ、必要に応じて、抜本的な対策の検討を含め、今後の対策に反映していきたい。

(6)非常勤職員の給与については、引き続き適正に支給されるようフォローアップしていく。また非常勤職員の休暇については、民間の状況等を考慮して措置してきているところであり、引き続き民間の動向等を注視していきたい。

以上の審議官の見解を受けて、公務員連絡会側は、
①国家公務員の給与については、現実に減額支給されていることに変わりはなく、本年の勧告によって、これを更に引き下げるといったことはあってはならないことだ。②職員の利益の擁護ということからすると、50歳台の給与見直しも同じである。国会の判断に基づく臨時特例減額が実施されていることも踏まえ、われわれと十分交渉・協議を行いながら対応してもらいたい、③非常勤職員等の処遇については、抜本的な改善に向けた検討を継続することとし、引き続き話し合ってもらいたい、など強く求め、本日の交渉を締めくくった。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































